
















































あると述べている（Royal University of Phnom Penh, 2015； 





や教育的成果の関係が認められている（Etten et al., 2008； 
Ahren, 2009； 中島ら , 2013）。また、正課外活動への参加は、
対人関係をより良くし、リーダーシップ能力などを向上さ
せるとのことである（本間 , 2000； Graduate Management 
東京福祉大学・大学院紀要 第8巻 第2号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare）　pp121-129（2018, 3）
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割合 度数 平均（月） （SD） 割合 度数 平均（月） （SD）
ボランティア 小 9.5% 11 16.73 （21.81） 2.8% 9 27.22 （32.79）
中 6.0% 7 14.57 （16.8） 9.8% 32 13.63 （12.75）
高 9.5% 11 8.86 （13.82） 19.9% 65 11.58 （12.22）
大 6.0% 7 11 （11.72） 35.0% 114 10.68 （13.25）
スポーツ 小 48.3% 56 43.87 （23.42） 11.0% 36 31.79 （24.87）
中 49.1% 58 31.05 （10.51） 21.5% 70 22.57 （14.25）
高 39.7% 48 29.76 （11.52） 26.7% 87 18.98 （13.18）
大 16.4% 20 13.17 （9.08） 15.6% 51 18.73 （15.04）
ダンス 小 4.3% 5 36 （28.14） 4.6% 15 28 （28.81）
中 5.2% 6 29 （12.25） 6.1% 20 13.3 （11.9）
高 5.2% 6 30.33 （6.25） 5.2% 17 11.12 （12.55）
大 1.7% 2 18 （8.49） 8.0% 26 9.84 （11.44）
音楽 小 9.5% 11 54.55 （25.38） 2.1% 7 30.17 （32.68）
中 6.9% 8 36 0 3.1% 10 23 （15.5）
高 7.8% 9 32.33 （5.15） 6.1% 20 11.08 （10.15）
大 6.9% 8 17.88 （6.38） 8.6% 28 7.04 （8.9）
勉強会 小 6.0% 7 46 （22.02） 6.4% 21 21.89 （28.4）
中 6.0% 7 24.86 （12.21） 23.9% 78 16.64 （12.8）
高 5.2% 6 24.67 （7.76） 42.9% 140 16.01 （12.51）
大 0 0 - - 65.3% 213 20.28 （15.28）
全体 76.5% 88 105.11 （63.93） 82.8% 270 67.97 （89.99）
（注）協力者の中には複数の活動に参加している学生がいるため、度数は延べ人数である。
表2．学習動機付け尺度の因子分析（プロマックス回転後）
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
8.   考えたり、頭を使ったりするのが好きだから .85 -.25 .02 .55
3.   勉強するのが面白いから .82 -.04 -.07 .60
6.   知識や能力を身に付けるのが楽しいから .79 -.01 -.11 .56
9.   学習を通して自分の価値が感じられるから .76 .00 .14 .67
18.  好奇心が満たされるから .63 .09 .12 .55
15.  教材や本などが面白いから .63 -.15 .08 .35
14.  自分の能力を高めることになるから .61 .19 -.02 .54
10.  自分が勉強しようと思うから .48 .27 -.32 .39
11.  周りの人に能力を示したいから .46 .23 .14 .48
17.  後で困るのが嫌だから -.26 .75 -.01 .40
19.  周りの人についていけなくなるのが嫌だから。 -.10 .63 .25 .50
20.  将来の成功に結びつくから。 .06 .59 .00 .39
12.  わからなかったことがわかるようになると自信がつくから .24 .47 -.13 .36
4.   勉強しておかないと不安だから .01 .45 -.18 .18
16.  よい成績や評価を得たいから .19 .43 .06 .35
5.   勉強しないと周りの人が文句を言うから .07 -.11 .76 .56
7.   周りからやれと言われるから -.11 -.08 .70 .43
1.   勉強しないと親がうるさいから .09 -.08 .68 .47
13.  親を悲しませたくないから .18 .30 .42 .51
2.   勉強しておかないと恥ずかしいから -.13 .24 .37 .21
寄与（%） 30.35 8.82 5.96 45.13
信頼性（α） .89 .73 .74
因子間相関 Ⅰ .57 .34




































項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
4.   集団で行動するときに先頭に立ってみんなに全力で協力してもらうことができる .80 -.11 .05 -.07 .55
3.   私が行動を起こすことによって、周りの人を動かすことができる .77 .00 -.11 -.04 .51
2.   話し合いのときにみんなの意見を1つにまとめることができる .59 .00 .18 -.02 .46
15.  他人が話しているところに、気軽に参加できる .36 .21 -.02 .15 .35
9.   私は初対面の人でも気軽に話すことができる .35 .10 .20 .03 .30
14.  他人と話していて、あまり会話が途切れない .34 .21 -.10 .14 .28
6.   私の意見を相手に伝えることができる .33 .19 .23 -.02 .36
22.  私の考えや気持ちをうまく表現することができる .15 .77 -.25 -.06 .55
24.  私の意見や立場を相手に受け入れてもらえるように主張することができる .19 .55 -.19 .17 .50
21.  私の感情や行動をうまくコントロールすることができる -.09 .55 .01 .06 .29
23.  相手の伝えたい考えや気持ちを正しく読み取ることができる -.14 .48 .04 .07 .23
26.  周囲の人間関係に働きかけ良好な状態に調整することができる .06 .41 .30 .07 .47
10.  相手の質問に対して的確に答えることができる .12 .40 .07 -.07 .23
25.  相手を尊重して相手の意見や立場を理解することができる -.17 .38 .34 .01 .30
16.  まわりの人たちが私とは違った考えをもっていても、うまくやっていくことができる .13 .37 .19 -.09 .28
8.   私のことを理解してもらえるように話すことができる .17 .34 .15 -.02 .29
13.  悲しくて泣いている人を見ると、自分も悲しい気持ちになる -.01 -.17 .51 .12 .24
1.   メンバーの失敗に対して責任を持つことができる .29 -.16 .49 -.07 .32
11.  困っている人を見ると援助をしてあげたくなる .04 .13 .45 -.02 .29
5.   メンバーに対して、受容的、肯定的な態度をとるよう心掛けている .15 -.14 .45 .10 .25
7.   相手の話を積極的に聴く姿勢をとることができる -.18 .29 .43 -.17 .25
12.  他人の幸せを自分のことのように感じることができる .06 .06 .42 .11 .29
19.  親身になって友人らに相談に乗ってもらうことができる -.07 -.05 .13 .74 .54
18.  困ったときに、友人らに気軽に相談することができる .19 -.04 -.03 .65 .51
20.  どんな内容でも友人らと本音で話し合うことができる -.11 .22 -.02 .49 .33
17.  何か失敗したときに、すぐ謝ることができる -.16 .08 .28 .29 .21
寄与（%） 23.88 4.42 4.11 2.84 35.26
信頼性（α） .79 .78 .65 .68
因子間相関 Ⅰ .56 .43 .42
  Ⅱ .48 .55


























ダ ン ス は、文 化 の 主 効 果 と し て リーダーシップ
［F（1,436）＝31.68, p<0.01］、マ ネ ジ メ ン ト［F（1,436）＝












勉 強 会 は、文 化 の 主 効 果 と し て リーダーシップ
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Abstract : In recent years, the role and significance of extracurricular activities in Japan are large, and the necessity 
and importance of positive review are pointed out from the relationship with the model for student support and career 
education.  It is also recognized that participation in extracurricular activities was effective for educational outcomes and 
development of leadership competence.  Meanwhile, universities in Cambodia also encourage extracurricular activities in 
recent years, but as the relationship between Japan and Cambodia gets more active, Cambodia has poor empirical research 
itself, and reports on actual extracurricular activities have not been made.  In this study, we conducted questionnaire 
survey by group method on Cambodian (326) and Japanese (116) university students, comparing the relationship between 
the participation experience on extracurricular activities and academic motivation and communication Competence.  As 
a result, overall, Cambodians had more positive extracurricular activities than Japanese, and the activities content and 
the number of activities were recognized to be related to academic motivation and leadership competence than length of 
activity period.
（Reprint request should be sent to Itsuko Naito）
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